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市制施行から50年間の歩み（略年表）
昭和29年（1954年）～昭和38年（1963年）

• 

１
町
８
ケ
村
合
併
し
市
制

施
行
（
Ｓ
29
）

• 

初
の
市
議
会
議
員
選
挙
実

施
（
Ｓ
30
）

• 
雁
が
原
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ

ン
（
Ｓ
31
）

• 

財
政
再
建
団
体
の
指
定

（
Ｓ
31
）

• 

勝
山
北
部
中
学
校
開
校

（
Ｓ
32
）

• 

新
市
庁
舎
落
成
（
Ｓ
33
）

• 

伊
勢
湾
台
風
猛
威
（
Ｓ

34
）

• 

市
消
防
本
部
、
市
消
防
署

設
置
（
Ｓ
36
）

• 

第
２
室
戸
台
風
（
Ｓ
36
）

• 

市
有
林
１
０
０
万
本
植
樹

完
了
（
Ｓ
37
）

• 

白
山
国
定
公
園
が
国
立
公

園
に
昇
格
（
Ｓ
37
）

• 

電
話
自
動
化
（
Ｓ
37
）

• 

３
８
豪
雪
（
Ｓ
38
）

• 

勝
山
橋
架
け
替
え
工
事
完

成
（
Ｓ
38
）

• 

勝
山
総
合
病
院
移
転
完
成

（
Ｓ
38
）

• 

農
業
構
造
改
善
事
業
計
画

地
域
と
し
て
の
指
定
お
よ

び
低
開
発
地
域
工
業
開
発

地
区
の
指
定
（
Ｓ
38
）

• 

市
議
会
議
員
の
選
挙
を
大

選
挙
区
制
に
変
更
を
決
議

（
Ｓ
38
）

昭和39年（1964年）～昭和48年（1973年）
• 

新
大
用
水
完
成
（
Ｓ
39
）

• 

４
０・
９
三
大
風
水
害
（
Ｓ

40
）

• 

交
通
安
全
都
市
宣
言
お
よ

び
青
少
年
愛
護
都
市
宣
言

（
Ｓ
41
）

• 

新
住
居
表
示
実
施
（
Ｓ

41
）

• 

勝
山
中
部
中
学
校
校
舎
完

成
（
Ｓ
42
）

• 

市
民
会
館
落
成
（
Ｓ
42
）

• 

第
23
回
国
民
体
育
大
会

（
Ｓ
43
）

• 
２
回
目
の
財
政
再
建
団
体

の
指
定
（
Ｓ
43
）

• 
市
荒
川
大
橋
完
成
（
Ｓ

43
）

• 

下
荒
井
ト
ン
ネ
ル
・
下
荒

井
橋
完
成
（
Ｓ
44
）

• 

万
国
博
覧
会
に
左
義
長
ま

つ
り
が
郷
土
芸
能
と
し
て

参
加
（
Ｓ
45
）

• 

勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン

タ
ー
完
成
（
Ｓ
46
）

• 

ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
（
Ｓ

46
）

• 

三
室
小
学
校
本
館
落
成

（
Ｓ
47
）

• 

国
道
１
５
７
号
新
「
谷
ト

ン
ネ
ル
」
開
通
（
Ｓ
47
）

• 

第
１
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

（
Ｓ
48
）

昭和49年（1974年）～昭和58年（1983年）
• 

勝
山
南
部
中
学
校
開
校

（
Ｓ
49
）

• 

財
政
再
建
計
画
５
年
短
縮

し
て
完
了
（
Ｓ
50
）

• 

成
器
西
小
学
校
が
勝
山
中

学
校
跡
へ
移
転
（
Ｓ
50
）

• 

教
育
福
祉
会
館
落
成
（
Ｓ

51
）

• 

名
誉
市
民
に
多
田
清
氏

（
Ｓ
51
）

• 

多
田
育
英
基
金
設
立
（
Ｓ

51
）

• 

勝
山
中
部
中
学
校
の
浄
土

寺
川
清
掃
始
ま
る
（
Ｓ

52
）

• 

勝
山
・
上
志
比
衛
生
セ
ン

タ
ー
完
成
（
Ｓ
53
）

• 

中
央
公
園
完
成
（
Ｓ
53
）

• 

第
２
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

（
Ｓ
54
）

• 

国
道
１
５
７
号
谷
峠
付
近

開
通
（
Ｓ
54
）

• 

国
道
１
５
７
号
暮
見
ト
ン

ネ
ル
開
通
（
Ｓ
55
）

• 
東
山
い
こ
い
の
森
完
成

（
Ｓ
55
）

• 

５
６
豪
雪
（
Ｓ
56
）

• 

勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー
完
成

（
Ｓ
58
）

• 

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
勝
山
海
洋
セ

ン
タ
ー
完
成
（
Ｓ
58
）

• 

林
業
者
健
康
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
完
成
（
Ｓ

58
）

昭和59年（1984年）～平成5年（1993年）
• 

市
の
木
「
ス
ギ
」、
市
の

花
「
サ
ツ
キ
」
を
制
定
（
Ｓ

59
）

• 

野
向
小
学
校
校
舎
完
成

（
Ｓ
59
）

• 

国
道
１
５
７
号
長
山
ト
ン

ネ
ル
開
通
（
Ｓ
59
）

• 

市
民
栄
誉
賞
に
三
屋
裕
子

氏
、
長
谷
川
博
幸
氏
（
Ｓ

59
）

• 

荒
土
小
学
校
校
舎
完
成

（
Ｓ
60
）

• 

日
本
の
道
１
０
０
選
に「
中

宮
平
泉
寺
参
道
」（
Ｓ
61
）

• 

越
前
大
仏
開
眼
・
落
慶
（
Ｓ

62
）

• 

北
谷
町
杉
山
で
１
億
２
千

万
年
前
の
肉
食
恐
竜
の
化

石
発
見
（
Ｓ
63
）

• 

北
谷
町
杉
山
で
複
数
恐
竜

の
歩
行
跡
発
見
（
Ｈ
２
）

• 

温
泉
セ
ン
タ
ー
水
芭
蕉
落

成
（
Ｈ
２
）

• 

消
防
庁
舎
落
成
（
Ｈ
３
）

• 

市
立
図
書
館
落
成
（
Ｈ
３
）

• 

越
前
勝
山
城
博
物
館
落
成

（
Ｈ
４
）

• 

北
谷
町
杉
山
で
恐
竜
の
連

続
歩
行
足
跡
化
石
発
見

（
Ｈ
４
）

• 

勝
山
南
大
橋
開
通
（
Ｈ
５
）

• 

ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
勝
山
オ
ー

プ
ン
（
Ｈ
５
）

平成6年（1994年）～平成15年（2003年）
• 「
平
成
勝
山
十
景
」選
定（
Ｈ

６
）

• 

阪
神
淡
路
大
震
災
、
勝
山

市
か
ら
も
救
援
物
資
輸

送
、
給
水
職
員
、
消
防
緊

急
援
助
隊
派
遣
（
Ｈ
７
）

• 

国
内
初
、
恐
竜
の
「
皮
膚

痕
」
発
見
（
Ｈ
７
）

• 

白
山
禅
定
道
が
文
化
庁
の

「
歴
史
の
道
百
選
」
に
選

ば
れ
る
（
Ｈ
８
）

• 

ナ
ホ
ト
カ
号
重
油
流
出
事

故
、
救
援
物
資
輸
送
、
応

援
職
員
派
遣
（
Ｈ
９
）

• 

福
井
社
会
保
険
病
院
移
転

開
業
（
Ｈ
11
）

• 

勝
山
市
ふ
れ
あ
い
交
流
館

「
勝
山
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル
」

オ
ー
プ
ン
（
Ｈ
11
）

• 

新
勝
山
橋
完
成
（
Ｈ
12
）

• 

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

オ
ー
プ
ン
（
Ｈ
12
）

• 

恐
竜
エ
キ
ス
ポ
ふ
く
い
２

０
０
０
開
催
（
Ｈ
12
）

• 

火
葬
場
「
和
み
の
杜
」
落

成
（
Ｈ
13
）

• 

「
か
ち
や
ま
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」

ス
タ
ー
ト
（
Ｈ
14
）

• 

「
岩
屋
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
」
完
成
（
Ｈ
15
）

• 

「
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
」
勝
山

〜
永
平
寺
口
間
運
行
開
始

（
Ｈ
15
）
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記
念
す
べ
き
、
市
制
60
周
年
を

迎
え
ま
し
た
こ
と
を
、
市
民
の
皆

さ
ま
と
と
も
に
祝
福
し
、
喜
び
を

分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昭
和
29
年
９
月
１
日
に
１
町
８

ケ
村
が
合
併
し
、
福
井
県
下
で
６

番
目
の
市
と
し
て
勝
山
市
が
誕
生

し
て
か
ら
、
早
や
60
年
の
歳
月
が

流
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
社
会
基
盤
の
整
備
、

市
民
福
祉
の
充
実
、
教
育
文
化
の

振
興
、
産
業
経
済
の
発
展
等
大
き

く
躍
進
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
着
実
な
歩
み
は
、
そ
の
時

代
の
厳
し
い
社
会
情
勢
や
経
済
環

境
の
中
で
、
豊
か
な
郷
士
づ
く
り

に
邁
進
さ
れ
、
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
先
輩
の
方
々
や
市
民
の
み
な
さ

ま
方
の
ご
努
力
の
結
果
で
あ
り
、

改
め
て
、
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
厳

し
い
社
会
情
勢
の
中
で
、
行
政
と

一
体
と
な
っ
て
難
局
を
切
り
抜
け

る
た
め
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

社
会
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
き

く
変
わ
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、

循
環
型
社
会
の
構
築
と
自
然
と
の

共
生
、
高
度
情
報
化
の
進
展
な
ど

社
会
環
境
の
変
化
が
、
生
活
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、「
小

さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
誇
り
と

活
力
に
満
ち
た
ふ
る
さ
と
勝
山
」

を
目
指
す
べ
き
ま
ち
の
姿
に
掲

げ
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
推
進

を
基
本
政
策
の
軸
に
据
え
て
、
市

民
の
み
な
さ
ま
が
主
役
と
な
っ

た
、
持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
、
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り

と
あ
わ
せ
て
、
環
境
、
福
祉
、
産

業
、
教
育
な
ど
幅
広
い
分
野
の
政

策
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多

様
な
価
値
観
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
た

「
選
択
さ
れ
る
ふ
る
さ
と
」、「
誰

も
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
」
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ

れ
ら
の
施
策
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
の
、
な
お
一

層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

お
祝
い
の
言
葉

　
　
　

勝
山
市
議
会
議
長

倉
田　

源
右
ヱ
門

　市制施行60周年おめでとうご
ざいます。私は北郷町の出身で、
我が家の玄関を出ると「鷲ヶ岳」
が迫ってくる。この山が私に多
大な精神的忍耐力を育ててくれ

ました。
　私は読売新聞社に入社。働きながら大学に通い、
卒業後は県の販売担当員として地元紙や全国紙と
熾烈な“増紙”戦を展開し、松竹芸能社等とイベ
ントを積極的に企画し部数を大きく伸ばすことが
できたたことを思い出します。
　いまの勝山には、恐竜博物館、越前大仏、勝山
城博物館、ゆめおーれ勝山などがあり、施設は相
当整備されています。私は、これからの勝山はもっ
と観光に力を注ぐべきだと感じました。それには
先ず「宣伝力」と積極性が第一です。例えば、福
井県が開発した「コシヒカリ」、福井県が提唱した
「ふるさと納税」の特典などに、工夫が欲しいもの
です。
　「ふるさと納税」は毎年行っていますが、今年は
地元の要望に応え、鷲ヶ岳に桜の樹を植えてもら
い、将来老若男女の親睦の場になればと思います。
　最後に、第88回関西勝山会総会には山岸市長を
迎えて、初の「勝山物産展」を開催し、勝山市を
アピールする予定です。
　勝山市民の皆様の益々のご健勝を祈念いたします。

　市制施行60周年おめでとうご
ざいます。
　私が先ず思い出されることは、
市制記念支所訪問駅伝に出場し
たことです。北谷の北六呂師か
ら野向町の薬師神谷大橋までが自分の区間でし
た。当時は16歳で勝山高校の1年生でした。たす
きの中継点では、薬師神谷地区の皆さんが大勢で
応援していただいたことを、大変懐かしく思い出
しました。
　その2年後、18歳の春に卒業と同時に東京へ。
あれから今年で58年目を迎えましたが、「少年老
い易く学成り難し」とは誠にそのとおりだと感じ
ています。自分が何とか曲がりなりにも今日まで
来れたのは、ふるさと勝山とご先祖のおかげだと
感謝の気持でいっぱいです。誠にありがたいこと
だと思います。
　また、東京勝山会も昨年一足早く60周年記念総
会を11月11日に行い、山岸市長にもご出席いた
だいて盛大に祝うことができました。本年は10月
18日正午より61回目の総会を開きますので、多
くの方にぜひ参加いただけるようよろしくお願い
します。（会場は銀座ライオン6階クラシックホー
ル）
　結びになりますが、ふるさと勝山が益々ご発展
されますようご祈念申し上げます。

関西勝山会会長
　近藤　義親 氏

東京勝山会会長
　山内　高嘉 氏
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勝
山
市
制
施
行
60
周
年
に
寄
せ
て

　

本
年
9
月
1
日
に
勝
山
市
は
市

制
施
行
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

の
節
目
の
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と

に
市
民
と
共
に
感
謝
し
、
お
祝
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昭
和
29
年
９
月
1
日
に
、
旧
勝

山
町
を
中
心
と
し
た
１
町
８
ケ
村

が
大
同
団
結
し
て
合
併
し
、
勝
山

市
が
誕
生
し
て
か
ら
60
年
が
経
過

し
、
本
年
還
暦
を
迎
え
ま
し
た
。

　

勝
山
市
が
誕
生
し
た
当
時
は
、

戦
後
の
混
乱
期
か
ら
昭
和
の
高
度

成
長
期
へ
向
か
う
、
ま
さ
に
助
走

体
制
に
入
っ
た
時
期
で
、
日
本
全

体
に
将
来
へ
の
夢
と
希
望
が
み
な

ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
現

在
ま
で
日
本
は
世
界
に
冠
た
る
経

済
大
国
と
し
て
成
長
し
て
き
ま
し

た
。
勝
山
市
も
繊
維
産
業
を
基
軸

と
し
て
経
済
的
発
展
を
と
げ
、
現

在
で
は
恐
竜
博
物
館
、
は
た
や
記

念
館
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
、
白
山
平

泉
寺
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
勝
山
、
越

前
大
仏
、
勝
山
城
博
物
館
な
ど
の

多
く
の
人
を
惹
き
つ
け
る
施
設
が

存
在
し
、
毎
年
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
有
数
の
恐
竜
化
石

発
掘
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
市
全
域

が
「
恐
竜
渓
谷
ふ
く
い
勝
山
ジ
オ

パ
ー
ク
」
と
し
て
日
本
ジ
オ
パ
―

ク
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

九
頭
竜
川
の
清
冽
な
流
れ
、
美

し
く
雄
大
な
加
越
国
境
等
の
山
並

み
、
ま
ち
な
か
に
ホ
タ
ル
が
飛
び

交
い
、
秋
に
は
全
国
的
に
激
減
し

て
い
る
赤
と
ん
ぼ
の
大
群
が
空
を

舞
う
な
ど
、
身
近
に
豊
か
で
貴
重

な
本
物
の
自
然
が
あ
り
、
世
界
的

な
経
済
誌
「
フ
ォ
ー
ブ
ス
」
に
お

い
て
世
界
で
9
番
目
に
ク
リ
ー
ン

な
ま
ち
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
市
長
就
任
以
来
、
市
民
の

皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、
展

開
し
て
き
ま
し
た
「
ふ
る
さ
と
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
」を
理
念
と
し
た「
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
」
に
基
づ

く
ま
ち
づ
く
り
は
、
ス
タ
ー
ト
か

ら
３
年
ご
と
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

し
な
が
ら
13
年
目
を
迎
え
、
こ
れ

ま
で
に
北
谷
の
鯖
の
熟
れ
鮨
や
、

野
向
町
の
エ
ゴ
マ
、
荒
土
町
の
炭

な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
地
域
の
活
力
を
生
み
出
し

た
も
の
も
多
く
、
今
後
も
さ
ら
に

各
地
区
の
特
徴
を
活
か
し
た
新
た

な
展
開
と
、
市
民
団
体
に
よ
る
意

欲
的
な
取
り
組
み
な
ど
、
今
後
の

活
動
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
自
治
体
と
し
て
必

須
の
要
件
は
次
世
代
の
育
成
で

す
。

　

勝
山
市
で
は
、
全
国
で
も
数
が

少
な
い
全
小
中
学
校
が
ユ
ネ
ス
コ

ス
ク
ー
ル
に
加
盟
を
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ

教
育
を
実
践
し
て
お
り
、
ふ
る
さ

と
勝
山
へ
の
愛
着
と
誇
り
が
醸
成

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
英
語
教
育
強
化
拠
点
地

域
と
し
て
全
国
18
地
域
の
う
ち
の

１
つ
に
勝
山
中
部
中
学
校
と
そ
の

校
下
の
小
学
校
が
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
次
世
代
の
子
ど

も
た
ち
に
美
し
く
魅
力
あ
ふ
れ
る

勝
山
を
遺
す
べ
く
、
ま
た
、
誰
も

が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
を
目
指
し

「
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
誇

り
と
活
力
に
満
ち
た
ふ
る
さ
と
勝

山
」
を
合
言
葉
に
市
民
の
皆
様
と

ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ごあいさつ
　勝山市長
　　山　岸　正　裕

　誕生日の思い出として、子どもの頃は余り
嬉しくなかったのを覚えています。
　というのは、自分の誕生日は、楽しかった
夏休みが終わった初日という気持ちから、1年
で最も嫌な日だったからです。
　その後、誕生日が偶然にも市制施行日であ
る事を知ってからは、とても光栄に思ってい
ます。
　私は、毎年夏になると九頭竜川へ鮎釣りに
出掛けるのを楽しみにしており、勝山市が20
年後も30年後もずっと、九頭竜川を始め、自
然豊かなまちであってほしいと願っています。

山　内　　真さん
＝毛屋町＝

　

勝
山
は
私
に
と
っ
て
の
第
２
の

故
郷
、大
好
き
な
ま
ち
で
す
。ゆ
っ

た
り
と
し
た
自
然
と
、
地
道
に
が

ん
ば
る
か
た
に
囲
ま
れ
、
あ
ま
り

物
が
あ
ふ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も

好
き
で
す
。

　

自
分
が
い
つ
の
間
に
か
還
暦
。

し
か
も
勝
山
市
と
同
じ
誕
生
日
で

あ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
が
、
ま

た
光
栄
に
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
素
敵
に
歳

を
重
ね
ら
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

私も勝山市と
同じ誕生日！

私
も
勝
山
市
と

同
じ
誕
生
日
！

織
田　

佐
和
子
さ
ん

　
　

＝
郡
町
１
丁
目
＝

昭和29年9月1日
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一
方
、
合
併
を
否
定
す
る
要
因

と
し
て
は
、
人
情
風
俗
の
相
違
・

愛
郷
心
喪
失
へ
の
不
安
、
財
産
の

不
均
衡
、
役
場
な
ど
公
的
機
関
へ

の
距
離
的
不
安
感
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。
当
初
の
試
案
に
よ
る
話
し

合
い
が
か
な
り
進
ん
で
い
た
こ
と

や
、
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
不
信
感
な
ど

数
々
の
問
題
点
は
あ
り
ま
し
た

が
、
最
終
的
に
市
制
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
大
き

な
原
動
力
と
な
っ
た
の
が
若
者

（
青
年
団
）
と
女
性
（
婦
人
会
）

が
示
し
た
行
動
力
で
し
た
。

■
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

　

９
月
１
日
、
勝
山
市
が
成
立
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
７
月

15
日
付
け
「
町
の
新
聞
」
第

1
6
4
号
に「
大
勝
山
市
に
望
む
」

と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。そ
の
中
か
ら
青
年
団
、

保
健
所
所
長
、
商
工
会
議
所
局
長

な
ど
の
声
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま

す
。

１ 

、
機
業
家
の
団
結
で
織
物
研
究

所
を
作
り
、
時
代
感
覚
に
マ
ッ

チ
し
た
織
物
を
創
作
し
不
況
を

乗
り
切
る

２ 

、
長
山
公
園
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
併

設
の
公
園
と
し
、
市
民
が
気
軽

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

３ 

、
市
内
バ
ス
の
運
行
に
よ
り
相

互
に
地
域
間
の
交
流
を
は
か
る

４ 

、
婦
人
青
年
会
館
を
建
設
す
る

５ 

、
伝
染
病
を
防
ぐ
た
め
上
下
水

道
を
完
備
さ
せ
市
民
の
健
康
を

守
る

６ 

、
働
く
婦
人
の
た
め
に
市
民
食

堂
を
設
け
、
ま
た
母
親
の
健
康

を
守
り
、
婦
人
の
労
働
力
向
上

の
た
め
乳
児
保
育
所
を
建
設
す

る
７ 

、
市
民
の
声
を
聞
い
て
教
育
環

境
を
整
え
生
き
た
教
育
を
行
い

教
養
あ
る
人
間
を
育
成
す
る

８ 

、
社
会
福
祉
事
業
を
一
層
充
実

さ
せ
る

９ 

、
市
内
に
お
け
る
放
射
線
・
環

状
線
整
備
を
行
い
、
福
井
・
金

沢
方
面
へ
の
産
業
道
路
を
建
設

す
る

10 

、
田
園
都
市
と
し
て
の
魅
力
に

加
え
て
白
山
に
か
か
わ
る
伝
統

文
化
と
、
観
光
資
源
を
生
か
し

山
岳
都
市
を
目
指
す

■
勝
山
の
将
来
を
考
え
る

　

以
上
の
よ
う
に
集
約
で
き
ま

す
。
今
日
す
で
に
実
現
さ
れ
て
い

る
も
の
が
あ
る
一
方
で
、
ま
だ
実

現
を
見
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
市
の
発
展
を
祝

い
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
意
見
も
参
考

に
し
な
が
ら
改
め
て
勝
山
と
い
う

地
域
を
振
り
返
り
、
市
民
一
人
一

人
が
未
来
の
勝
山
市
の
あ
る
べ
き

姿
を
考
え
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

（
文
責　

勝
山
市
史
編
さ
ん
室

山
田
雄
造
）

※ 

表
１
は
明
治
以
降
の
勝
山（
市
）

の
人
口
推
移
を
示
し
た
も
の

※ 

表
２
は
29
年
10
月
15
日
に
行
わ

れ
た
市
長
選
挙
の
際
の
有
権
者

の
数
で
す

※ 

表
３
は
30
年
の
４
月
27
日
か
ら

５
月
１
日
ま
で
の
5
日
間
に
行

わ
れ
た
市
制
祝
賀
行
事
の
日
程

と
種
目
で
す

※ 

背
景
写
真
は
、
勝
山
市
役
所
開

庁
式
で
の
万
歳
三
唱
の
様
子

　
（
昭
和
29
年
9
月
1
日
）

神明神社での廃町村式（昭和29年8月31日）

表２　昭和29年10月実施
　　　勝山市長選時の有権者数
投票区 有権者数

勝山町 9,365

平泉寺 1,295

村岡 1,472

北谷 1,092

野向 1,155

荒土 1,649

北郷 1,745

鹿谷 1,951

遅羽 　834

計 20,558　

年 人　口

明治５年（1872） 28,777人

昭和15年（1940） 31,404人

昭和30年（1955） 37,554人

平成26年（2014） 25,132人
注）平成26年の人口は4月1日現在

表３　昭和30年の市制祝賀行事の日程と内容
実施期日 内　　　　容

４月27日 市制祝賀・校舎落成記念　勝山中学校学芸会

４月28日
特別行事　物故自治功労者慰霊祭　戦没者慰霊祭
前夜祭　宝生流謡曲大会

４月29日
市制祝賀記念式典　琴・尺八・日本舞踊大会
祝賀旗行列・祝賀提灯行列・花火打揚大会

４月30日
支所訪問駅伝　カーニバル大会（機動・徒歩）
のど自慢素人演芸　名士隠芸大会

５月１日 花菱アチャコ劇団公演　浪曲と万歳

表１
勝山市の
人口推移
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平
成
26
年
9
月
1
日
を
も
っ
て

勝
山
市
は
市
制
60
周
年
、
人
生
で

い
え
ば
還
暦
の
年
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
過
去
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
勝
山
の
姿
を
見
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
昭
和
29

年
（
1
9
5
4
）
に
大
野
郡
に
2

つ
の
市
が
成
立
し
ま
す
。
大
野
・

下
庄
の
2
町
と
7
村
が
合
併
し
人

口
約
4
3
5
0
0
人
の
大
野
市

と
、
勝
山
町
と
8
村
が
合
併
し
人

口
約
3
9
0
0
0
人
の
勝
山
市
で

す
。
明
治
21
年
に「
市
制
町
村
制
」

が
公
布
さ
れ
1
町
9
村
（
猪
野
瀬

村
は
昭
和
6
年
に
勝
山
町
に
合

併
）
が
成
立
し
た
の
は
翌
22
年
で

西
暦
1
8
8
9
年
で
す
。
市
制
60

周
年
を
迎
え
た
平
成
26
年
は

2
0
1
4
年
で
、
明
治
の
合
併
を

起
点
に
考
え
る
と
勝
山
市
制
施
行

の
前
と
後
で
ほ
ぼ
同
じ
年
月
が
経

過
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
中
世
か
ら
江
戸
時
代

　

12
世
紀
の
中
頃
か
ら
平
泉
寺
が

大
き
な
力
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、

九
頭
竜
川
沿
い
に
そ
の
勢
力
を
拡

大
し
て
い
き
ま
す
。
15 
・
16
世
紀

の
交
に
、
大
野
郡
は
九
頭
竜
川
と

真
名
川
が
合
流
す
る
下
荒
井
の
あ

た
り
を
境
に
、
現
在
の
大
野
市
域

を
中
心
に
南
袋
、
私
た
ち
が
住
む

こ
の
勝
山
市
域
を
中
心
に
北
袋
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
南

袋
は
そ
れ
ほ
ど
一
般
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
北
袋
と
い
う
呼
び
方

は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
使
わ
れ
て

い
き
ま
す
。
例
え
ば
九
頭
竜
川
右

岸
の
村
々
の
慶
長
3
年
（
１
５
９

８
）
の
太
閤
検
地
帳
に
は
、「
越

前
国
北
袋
内
（
毛
屋
）
村
〜
」
な

ど
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
明
治
か
ら
昭
和

　

明
治
時
代
に
入
る
と
勝
山
地
区

は
北
袋
に
変
わ
っ
て
大
野
郡
北
部

と
い
う
言
い
方
が
一
般
的
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
に
対
し
大
野
地
区
は

郡
南
部
と
呼
ば
れ
、
し
か
も
明
治

11
年
大
野
町
に
郡
役
所
が
置
か
れ

た
こ
と
で
郡
の
中
心
と
し
て
の
地

位
を
確
立
し
ま
す
。
以
後
両
地
区

は
こ
と
あ
る
ご
と
に
対
立
し
北
部

で
は
分
郡
運
動
さ
え
起
り
ま
し

た
。
し
か
し
こ
う
し
た
逆
境
を
バ

ネ
に
勝
山
地
区
は
タ
バ
コ
・
製
糸
、

そ
し
て
機
業
を
発
展
さ
せ
て
き
ま

し
た
。
一
方
で
昭
和
10
年
代
に
は

大
野
・
勝
山
両
地
域
を
奥
越
と
呼

ぶ
言
葉
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
の
町
村
合
併
に
よ
り
両
市

が
成
立
し
た
の
は
、
上
記
の
よ
う

な
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
必
然
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
昭
和
の
合
併
、
そ
の
経
緯

　

平
成
の
大
合
併
で
は
2
0
0
4

年
に
あ
わ
ら
市
が
、
2
0
0
6
年

に
は
坂
井
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

昭
和
の
町
村
合
併
は
昭
和
28
年
の

町
村
合
併
促
進
法
に
よ
り
進
め
ら

れ
、
大
野
郡
北
部
の
県
合
併
試
案

は
勝
山
町
外
5
ケ
村
（
村
岡
・
遅

羽
・
平
泉
寺
・
野
向
・
北
谷
）
と
、

3
ケ
村
（
荒
土
・
北
郷
・
鹿
谷
）

の
2
ブ
ロ
ッ
ク
と
す
る
も
の
で
し

た
。
そ
の
た
め
最
初
の
う
ち
は
両

ブ
ロ
ッ
ク
独
自
で
の
話
し
合
い
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、

そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
市
の
設
置

基
準
が
3
万
に
緩
和
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
5
万
に

改
正
さ
れ
る
前
に
市
制
決
議
を
し

な
い
と
永
遠
に
そ
の
機
会
は
訪
れ

ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
1
町
5
ケ
村

ブ
ロ
ッ
ク
の
人
口
は
2
1
9
1
8

人
で
、
両
ブ
ロ
ッ
ク
が
大
同
団
結

し
な
い
限
り
、
第
1
条
件
が
ク
リ

ア
ー
で
き
ま
せ
ん
。
こ
う
し
て
市

制
実
現
に
向
け
て
両
ブ
ロ
ッ
ク
の

間
で
、
29
年
1
月
以
降
真
剣
な
激

論
が
幾
度
も
交
わ
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。
合
併
の
利
益
と

し
て
財
政
力
の
強
化
、
行
政
経
費

の
節
約
と
事
務
処
理
の
能
率
化
、

税
金
の
効
率
的
使
用
、
人
材
登
用

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

勝
山
市
の
曙

〜
過
去
か
ら
現
在
そ
し
て
未
来
へ
〜

勝山市役所開庁式
（昭和29年9月1日）
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■ 

３
月　

中
部
縦
貫
自
動
車
道

「
勝
山
―
上
志
比
間
」
供
用
開

始
■ 

６
月　

関
西
学
院
大
学
と
包
括

的
連
携
協
力
協
定
を
締
結

■ 

７
月　

は
た
や
記
念
館
ゆ
め

お
ー
れ
勝
山
オ
ー
プ
ン

■ 

７
月　

平
泉
寺
「
西
蓮
院
」
跡

で
石
畳
道
発
見

■ 

８
月　

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無

線
開
局

■ 

10
月　
「
恐
竜
渓
谷
ふ
く
い
勝

山
ジ
オ
パ
ー
ク
」
が
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定

■ 

４
月　

原
付
バ
イ
ク
用
恐
竜
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
交
付

■ 

４
月　
「
勝
ち
山
お
ろ
し
そ
ば
」

ブ
ラ
ン
ド
化
へ
。
中
尾
彬
・
池

波
志
乃
夫
妻
を
「
勝
ち
山
お
ろ

し
そ
ば
観
光
特
任
大
使
」
委
嘱

■ 

５
月　

第
20
回
環
境
自
治
体
会

議
「
か
つ
や
ま
会
議
」
開
催

■ 

８
月　

山
口
茜
さ
ん
全
国
中
学

生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
優
勝

■ 

９
月　

活
性
交
流
セ
ン
タ
ー

「
野
向
風
の
郷
」
完
成

■ 

10
月　

白
山
平
泉
寺
歴
史
探
遊

館
「
ま
ほ
ろ
ば
」
が
完
成

■ 

10
月　

山
口
茜
さ
ん
世
界
ジ
ュ

ニ
ア
選
手
権
で
銀
メ
ダ
ル

■ 

３
月　

中
部
縦
貫
自
動
車
道

「
勝
山
―
大
野
間
」
供
用
開
始

■ 

４
月　

新
体
育
館
敷
地
造
成
工

事
開
始

■ 

７
月　

国
史
跡
白
山
平
泉
寺
旧

境
内
に
「
柿
葺
の
薬
医
門
」
と

「
築
地
塀
」
が
完
成

■ 

８
月　

勝
山
初
の
夏
フ
ェ
ス

「
ダ
イ
ノ
ソ
ニ
ッ
ク
」、
ま
ち
な

か
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ス
を
開
催

■ 

９
月　

山
口
茜
さ
ん
「
ヨ
ネ
ッ

ク
ス
・
オ
ー
プ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

２
０
１
３
」
で
日
本
人
初
・
最

年
少
優
勝

■ 

10
月　

勝
山
左
義
長
ま
つ
り
実

行
委
員
会
が
地
域
伝
統
芸
能
大

賞
を
受
賞

■ 

10
月　

勝
山
駅
舎
の
改
修
等
が

完
成

■ 

２
月　

宇
田
彬
人
さ
ん
が
ク
ロ

カ
ン
ス
キ
ー
の
全
国
中
学
生
大

会
と
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
そ
れ
ぞ
れ
で
優
勝

■ 

３
月　

東
日
本
大
震
災
被
災
地

へ
の
独
自
支
援
（
消
防
緊
急
援

助
隊
派
遣
、
福
祉
避
難
所
開
設
）

を
実
施

■ 

８
月　
「
深
谷
家
住
宅
洋
館
」

「
料
亭
板
甚
蔵
座
敷
」「
旧
料
亭

花
月
楼
」
が
国
の
登
録
文
化
財

に
指
定

■ 

11
月　

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
勝
山
駅

の
周
辺
整
備
が
完
成

■ 

12
月　

平
成
30
年
福
井
国
体
の

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
開
催
地
が

勝
山
市
で
決
定

■ 

１
月　

山
口
茜
さ
ん
が
全
国
小

学
生
バ
ド
選
手
権
大
会
で
、
史

上
初
の
４
連
覇
を
達
成

■ 

３
月　

国
史
跡
・
白
山
平
泉
寺

旧
境
内
で
数
珠
製
作
用
の
砥
石

と
水
晶
片
を
発
見

■ 

３
月　

か
つ
や
ま
ふ
る
さ
と
検

定
を
実
施

■ 

４
月　
「
旧
木
下
家
住
宅
」
が

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

■ 

７
月　

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

開
館
10
周
年

平
成
21
年

（
2
0
0
9
年
）

平
成
24
年

（
2
0
1
2
年
）

平
成
25
年

（
2
0
1
3
年
）

平
成
23
年

（
2
0
1
1
年
）

平
成
22
年

（
2
0
1
0
年
）
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「
歩
み
」

勝
山
市
こ
の
10
年

市
制
50
周
年
〜
60
周
年

■ 

２
月　

関
西
学
院
大
学
ワ
ン

ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
大
長
山
遭

難
事
故
か
ら
14
人
全
員
救
出

■
６
月　

遅
羽
児
童
館
開
設

■
７
月　

福
井
豪
雨

■ 

10
月　

ス
ポ
レ
ク
福
井
２
０
０

４
開
催

■ 

５
月　

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

「
す
こ
や
か
」
完
成

■
７
月
「
大
清
水
広
場
」
完
成

■ 

10
月　

第
１
回
恐
竜
ク
ロ
カ
ン

マ
ラ
ソ
ン
開
催

■ 

12
月　

18
豪
雪
で
21
年
ぶ
り

「
雪
害
対
策
室
」
設
置

■ 

４
月　

ご
み
の
中
間
処
理
施
設

「
ビ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
お
く
え
つ
」

稼
働

■ 

８
月　

勝
山
高
校
男
子
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
、
兵
庫
国
体
で
準
優

勝
■ 

11
月　

劇
団「
ド
ラ
ゴ
ン
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
」
旗
揚
げ
公
演

■ 

11
月　
「
平
泉
寺
」「
旧
玄
成
院
」

「
越
前
禅
定
道
」
を
世
界
遺
産

暫
定
リ
ス
ト
へ
登
録
申
請

■ 

11
月　

旧
木
下
機
業
場
を
市
指

定
文
化
財
に
登
録

■ 

２
月　

勝
山
左
義
長
が
福
井
県

指
定
無
形
文
化
財
に
指
定

■ 

４
月　

勝
山
市
地
域
職
業
相
談

室
「
マ
イ
ワ
ー
ク
か
つ
や
ま
」

創
設

■ 

４
月　

福
井
県
立
大
学
看
護
福

祉
部
と
連
携
合
意

■ 

６
月　

浄
土
寺
川
ダ
ム
完
成

■ 

10
月　

恐
竜
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス

運
行
開
始

■ 

４
月　

ア
メ
リ
カ
経
済
誌

「
フ
ォ
ー
ブ
ス
」
電
子
版
「
世

界
の
ク
リ
ー
ン
な
都
市
ラ
ン
キ

ン
グ
」
に
お
い
て
９
位
に
ラ
ン

ク
イ
ン

■ 

４
月　

北
谷
町
で
国
内
初
の
恐

竜
皮
膚
痕
化
石
を
確
認

■ 

５
月　

平
泉
寺
で
14
世
紀
頃
の

中
国
製
白
磁
観
音
像
が
出
土

■ 

７
月　

勝
山
市
旧
機
業
場
の
歴

史
的
曳
き
家
イ
ベ
ン
ト
開
催

■ 

11
月　

勝
山
市
旧
機
業
場
、
松

文
産
業
女
子
寮
な
ど
が
近
代
化

産
業
遺
産
と
し
て
経
済
産
業
省

に
認
定

平
成
16
年

（
2
0
0
4
年
）

平
成
17
年

（
2
0
0
5
年
）

平
成
18
年

（
2
0
0
6
年
）

平
成
20
年

（
2
0
0
8
年
）

平
成
19
年

（
2
0
0
7
年
）

曳き家イベント


